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対象：A 大学文学部の１～３回生 228 名。うち記入
漏れのあったもの 28 名を除外し、200 名（有効率
87.7％）を分析対象とした。分析対象者の平均年齢
は 22.5±7.3 歳であった。 










つき各 5 項目、計 30 項目 以下 GHQ30）4）、











































































































































































4　運動量は 週1回 週2回以上 月1回以下
5　お酒は 毎日飲む ときどき飲む 飲まない
6　タバコは 吸う やめた 吸わない
7　睡眠時間は 8時間以上 6～7時間 5時間以下
8　朝食は 毎日食べる ときどき食べる 食べない
9　栄養のバランスを 考えて食べる 少しは考える 殆ど考えない
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GHQ 0to90 34.4 13.6
Hassles 0to120 28.6 15.4
social supports 0to10 7.6 2.4
 emotional 0to6 4.6 1.6
   material 0to4 3.0 1.2
Locus of control -27to27 4.7 7.2
                      internal LOC 0to27 17.1 4.8
                      external LOC -27to0 12.5 4.6
coping 0to15 8.3 2.4
                problem oriented 0to4 2.5 1.1
                                        0to5 2.4 1.1
                  cognitive change 0to6 3.3 1.2
life style 0to20 10.4 2.5
表6　ストレス反応とストレッサー・各媒介要因間の相互関連（相関係数）
GHQ30 Hassles cial supports LOC coping
ＧＨＱ
Hassles 0.535＊＊＊＊
social supports -0.065 -0.098
LOC -0.215＊＊ -0.079 0.168＊
coping 0.174＊ 0.183＊＊ 0.229＊＊ 0.14＊




＊：ｐ＜.05 （ 0と 比較して）
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